
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり協議会・地権者連絡会を開催しました 

東部地区における復興事業のうち、「工事進捗及びスケジュールについて」

「国道４５号線東側の宅地割り込み状況について」「グリーンベルト整備につ

いて」「港町２号線道路整備状況について」「釜石駅前広場の改修について」「復

興公営住宅の整備状況について」「東部地区集会所の整備について」「フロント

プロジェクト１について」「汐立雨水ポンプ場について」の説明が行われ、参

加者の皆様と意見交換を行いました。 

 

 

 

東部地区の復興整備事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※工期は状況に応じて変更することがあります。 
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東 部 地 区 発行：平成 27年 11月 

発行元：釜石市復興推進本部 

撓 ま ず  屈 せ ず  が ん ば ろ う 釜 石 ！ 

復興まちづくり協議会・地権者連絡会 
ニュースレター 

開催日：平成 27年 10 月 24 日（土）    

時 間： 10：00～12：00/ 14:00～16:00 

場 所：イオンタウン釜石１Fイベントスペース 参加人数：250人 

開催 

 

概要 

①防災機能と居住環境の確保に向けた整備 

(津波復興拠点整備事業) 

 

②グリーンベルト(避難路)の整備 

(社会資本整備総合交付金事業) 

 

③水産機能の集約と安全性の向上を図るための整備 

(漁港施設機能強化事業,漁業集落防災機能強化事業) 

 

○現在、東部地区における復興基盤整備事業は、大きく 

分けて以上に示す 4つの事業で進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

東部地区における市の復興整備事業 
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工事進捗状況及びスケジュールについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7. 復興公営住宅の整備状況について

24

復興事業については、できる限り皆様の期待に応えられるよう進めていきたいと思います。 

1 日も早く工事を完成させたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

■協議会等に関するお問い合わせ 
釜石市復興推進本部 

TEL：0193-22-2111(内線 119) 
FAX：0193-22-2686 

復興計画の事業進捗等については復興新聞や

市のホームページでも公開しています。 

あわせてご覧ください。 

第 1種区域の復興事業の進め方 

 先日復興住宅の説明会に出席した際に見た資料では、部屋の間取りが非常に簡素で分かりづらか

った。もう少し詳細な間取りを提示して欲しい。また、暖房器具について、ファンヒーターやスト

ーブの使用制限等も教えて欲しい。収納に関してどの程度なのかも分からない。 

 大町ルートイン付近の車道についての質問。７０ｃｍの嵩上げと聞いたが、歩道の嵩上げはいつか？この付

近に住宅を建てるつもりなので、情報が欲しい。 

工事発注し、工程をつめている段階です。工程が決定したら、住民の方へお知らせしていくので、もう少しお

待ちいただくようお願いします。家と歩道の取り付けがどのようになるか、確認しながら進めていきます。 

 ①整備後のバス通りはどこを通る予定か？ 

②バス通りまで出るのが高齢者にとっては大変なので、小型バスでもよいので現在のバス通りから奥まで入っ

てくる様なことを考えた方がよいのではないか。 

なぜこの高さを確保しなければならないかというと、復興計画を作る際に何度も行った「津波シミュレーシ

ョン」で導き出した造成高に基づくもので、標高にして 8ｍの高さです。グリーンベルトも同じ 8ｍの標高で

作られています。この高さが確保できれば、住宅が建てられる区域は東日本大震災クラスの津波が起きた場

合でも、数 10ｃｍ程度の浸水に抑えられる計算となります。 

 

東部地区の災害公営住宅について 

設計図では、細かすぎて分かりづらいと考えていました。個別に相談していただければ詳しくご説明差し上

げます。 

復興公営住宅内は気密性が高いため、原則エアコン等を使用して下さい。ファンヒーター等を使用する際に

は、換気に十分気をつけて使用をお願いします。収納は、トランクルームを設置する予定です。設置場所に

ついてはそれぞれ検討していただきたいと思います。 

このような意見をいただきました 

①現在 14箇所、430戸の公営住宅を整備する計画で、う

ち 12 箇所は施工者が決定し、現在整備を進めていま

す。 

 

②今までに 3 次募集まで行い、全てに入居が決定してい

る状況です。 

 

③「8.大只越 2 号」は、現在仮設住宅がありますので、

施工スケジュールとの調整を図りながら整備を進めて

いきます。「14.浜町」は嵩上げ工事の予定があるため、

詳細が決定次第、随時皆様にお伝えいたします。 

 

④工期や業者については、左の図に記載しております。 

 浜町に 6.4ｍの嵩上げがどうして必要なのか？その理由を教えて欲しい。 

①整備後も、ルートは変わらない予定となっています。 

②坂の上については、道路も狭く転回が出来ないので現状は難しいと感じますが、今後の検討事項とさせて

いただきます。 
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